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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板、前記第１基板と対向して具備された第２基板、及び複数の画素を含む表示パ
ネルと、
　前記第２基板に具備され、第１方向へ延長された複数の電極パターンと、
　前記第２基板に具備され、前記電極パターンと絶縁されるように前記第１方向と異なる
第２方向へ延長された複数のバリアーパターンと、を含み、
　各画素は、前記第１方向へ延長されたゲートラインと、前記第２方向へ延長されたデー
タラインと、前記ゲートライン及び前記データラインに電気的に連結され、前記電極パタ
ーンの中で対応する電極パターンと電界を形成して階調を表示する画素電極と、を含み、
　各電極パターンにセンシング信号が入力される時間に対応して、各バリアーパターンか
ら検出される電圧に基づいて外部からのタッチが検出されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記画素はそれぞれ前記ゲートラインと離隔して具備され、前記第１方向へ延長された
ストレージラインをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記ストレージラインは前記電極パターンのうち対応する電極パターンに連結されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記画素はそれぞれ前記ストレージラインから分岐され、前記画素電極の少なくとも一
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部と対向して具備されたストレージ電極をさらに含むことを特徴とする請求項２または３
に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記画素はそれぞれ前記画素電極と対向して具備され、赤色、緑色、及び青色の中でい
ずれか１つの色を示すカラーフィルターをさらに含むことを特徴とする請求項１～４のい
ずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記画素は少なくとも赤色を表示する赤色画素、緑色を表示する緑色画素、及び青色を
表示する青色画素に区分され、前記画素の中で前記第２方向に互いに隣接する２つの画素
は互いに他の色を表示することを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記画素の中で前記第１方向に互いに隣接する２つの画素は互いに同一の色を表示する
ことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記バリアーパターンは前記画素のうち一のグループの画素で発生された映像を外部の
第１地点に提供し、前記画素のうち他のグループの画素で発生された映像を外部の第２地
点に提供するように配置されて立体映像を具現することを特徴とする請求項１～４のいず
れか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提供する駆
動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域及び前記表示領域
以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域で前記第２方向に隣接する非
表示領域に具備されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提供する駆
動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域、及び前記表示領
域以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域で前記第１方向に隣接する
非表示領域に具備されることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の表示装置
。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳細にはバリアーパターンにより立体映像を表示でき、
バリアーパターンを利用して外部の接触を認識できる表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパネルを含む表示装置は、画面に表示された指示内容を人の手又は物体により選
択してユーザーの命令を入力できるようにした表示装置である。このようなタッチパネル
を含む表示装置はキーボード及びマウスのような表示装置に連結されて動作する他の入力
装置を必要としないので、その利用範囲が徐々に拡大している。
【０００３】
　タッチパネルの方式には抵抗膜方式、光感知方式、及び静静電容量方式等があり、二重
静電容量方式のタッチパネルは、人の手又は物体がタッチパネルに接触するとき、導電性
感知パターンに形成された静電容量の変化を感知して接触に関する情報を得る。
【０００４】
　一方、近年、立体映像を実現する立体映像表示装置の需要が増加している。一般的に、
立体映像表示は２つの目の間隔による両眼視差を利用して立体映像を実現する。
【０００５】
　一般的に、外部の接触を検知し立体映像を表示するために、立体映像を表示する表示パ
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ネルの上にタッチパネルを配置し、タッチパネルと表示パネルとの間に粘着層を使用して
、タッチパネルと表示パネルを結合させる。しかし、このように表示パネルと別個のタッ
チパネルとを使用する場合、表示装置の製造時間及び製造費用が増大するとともに、表示
装置全体の厚さが厚くなるという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような問題を解決するためになされたものであり、複数のバリアーパター
ンを含んで立体映像を表示し、バリアーパターンを利用して外部の接触を認識できる表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の上記課題は、以下の手段によって解決される。
【０００８】
　（１）第１基板、前記第１基板と対向して具備された第２基板、及び複数の画素を含む
表示パネルと、前記第２基板に具備され、第１方向へ延長された複数の電極パターンと、
前記第２基板に具備され、前記電極パターンと絶縁されるように前記第１方向と異なる第
２方向へ延長された複数のバリアーパターンと、を含み、各画素は、前記第１方向へ延長
されたゲートラインと、前記第２方向へ延長されたデータラインと、前記ゲートライン及
び前記データラインに電気的に連結され、前記電極パターンの中で対応する電極パターン
と電界を形成して階調を表示する画素電極と、を含むことを特徴とする表示装置。
【０００９】
　（２）前記画素はそれぞれ前記ゲートラインと離隔して具備され、前記第１方向へ延長
されたストレージラインをさらに含むことを特徴とする上記（１）に記載の表示装置。
【００１０】
　（３）前記ストレージラインは前記電極パターンのうち対応する電極パターンに連結さ
れることを特徴とする上記（２）に記載の表示装置。
【００１１】
　（４）前記画素はそれぞれ前記ストレージラインから分岐され、前記画素電極の少なく
とも一部と対向して具備されたストレージ電極をさらに含むことを特徴とする上記（２）
または（３）に記載の表示装置。
【００１２】
　（５）前記画素はそれぞれ前記画素電極と対向して具備され、赤色、緑色、及び青色の
中でいずれか１つの色を示すカラーフィルターをさらに含むことを特徴とする上記（１）
～（４）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００１３】
　（６）前記画素は少なくとも赤色を表示する赤色画素、緑色を表示する緑色画素、及び
青色を表示する青色画素に区分され、前記画素の中で前記第２方向に互いに隣接する２つ
の画素は互いに他の色を表示することを特徴とする上記（５）に記載の表示装置。
【００１４】
　（７）前記画素の中で前記第１方向に互いに隣接する２つの画素は互に同一の色を表示
することを特徴とする上記（６）に記載の表示装置。
【００１５】
　（８）前記バリアーパターンは前記画素のうち一のグループの画素で発生された映像を
外部の第１地点に提供し、前記画素のうち他のグループの画素で発生された映像を外部の
第２地点に提供するように配置されて立体映像を具現することを特徴とする上記（１）～
（４）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００１６】
　（９）前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提供
する駆動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域及び前記表
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示領域以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域で前記第２方向に隣接
する非表示領域に具備されることを特徴とする上記（１）～（８）のいずれか一項に記載
の表示装置。
【００１７】
　（１０）前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提
供する駆動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域、及び前
記表示領域以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域で前記第１方向に
隣接する非表示領域に具備されることを特徴とする上記（１）～（８）のいずれか一項に
記載の表示装置。
【００１８】
　（１１）前記電極パターンは前記第１基板及び前記第２基板の間で前記第２基板の上に
具備され、前記バリアーパターンは前記第２基板を介して、前記第１基板と対向し、前記
第２基板の上に具備されることを特徴とする上記（１）～（１０）のいずれか一項に記載
の表示装置。
【００１９】
　（１２）前記画素の各々は前記第１方向への幅が前記第２方向への幅より広いことを特
徴とする上記（１）～（１１）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００２０】
　（１３）前記第１基板及び前記第２基板の間に具備された液晶層をさらに含むことを特
徴とする上記（１）～（１２）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００２１】
　（１４）前記各画素は前記ゲートラインから分岐されたゲート電極、前記データライン
から分岐されたソース電極、及び前記画素電極に連結されたドレーン電極を含むスイッチ
ング素子をさらに含むことを特徴とする上記（１）～（１３）のいずれか一項に記載の表
示装置。
【００２２】
　（１５）前記バリアーパターンは導電性を有し、入射された光を吸収又は遮断すること
を特徴とする上記（１）～（１４）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００２３】
　（１６）第１基板、前記第１基板と対向して具備された第２基板、及び複数の画素を含
む表示パネルと、前記第２基板に具備され、第１方向へ延長された複数のバリアーパター
ンと、前記第２基板に具備され、前記バリアーパターンと絶縁されるように前記第１方向
と異なる第２方向へ延長された複数の電極パターンと、を含み、各画素は、前記第１方向
へ延長されたゲートラインと、前記第２方向へ延長されたデータラインと、前記ゲートラ
イン及び前記データラインに電気的に連結され、前記電極パターンの中で対応する電極パ
ターンと電界を形成して階調を表示する画素電極と、を含むことを特徴とする表示装置。
【００２４】
　（１７）前記データラインと離隔して具備され、前記第２方向へ延長されたストレージ
ラインをさらに含むことを特徴とする上記（１６）に記載の表示装置。
【００２５】
　（１８）前記ストレージラインは前記電極パターンの中で対応する電極パターンに連結
されることを特徴とする上記（１７）に記載の表示装置。
【００２６】
　（１９）前記画素はそれぞれ前記画素電極と対向して具備され、赤色、緑色、及び青色
の中でいずれか１つの色を示すカラーフィルターをさらに含むことを特徴とする上記（１
６）～（１８）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００２７】
　（２０）前記画素は少なくとも赤色を表示する赤色画素、緑色を表示する緑色画素、及
び青色を表示する青色画素に区分され、前記画素のうち前記第１方向に互いに隣接する２
つの画素は互いに他の色を表示することを特徴とする上記（１９）に記載の表示装置。
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【００２８】
　（２１）前記画素のうち前記第２方向に互いに隣接する２つの画素は互いに同一の色を
表示することを特徴とする上記（２０）に記載の表示装置。
【００２９】
　（２２）前記バリアーパターンは前記画素のうち一のグループの画素で発生された映像
を外部の第１地点に提供し、前記画素のうち他のグループの画素で発生された映像を外部
の第２地点に提供するように配置されて立体映像を具現することを特徴とする上記（１６
）～（２１）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００３０】
　（２３）前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提
供する駆動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域及び前記
表示領域以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域と前記第１方向に隣
接する非表示領域に具備されることを特徴とする上記（１６）～（２２）のいずれか一項
に記載の表示装置。
【００３１】
　（２４）前記ゲートライン、前記データライン、及び前記電極パターンに駆動信号を提
供する駆動回路をさらに含み、前記表示パネルは前記画素が具備される表示領域及び前記
表示領域以外の非表示領域に区分され、前記駆動回路は前記表示領域に前記第２方向に隣
接する非表示領域に具備されることを特徴とする上記（１６）～（２２）のいずれか一項
に記載の表示装置。
【００３２】
　（２５）前記電極パターンは前記第１基板及び前記第２基板の間で前記第２基板の上に
具備され、前記バリアーパターンは前記第２基板を介して、前記第１基板と対向し、前記
第２基板の上に具備されることを特徴とする上記（１６）～（２４）のいずれか一項に記
載の表示装置。
【００３３】
　（２６）前記画素の各々は前記第２方向の幅が前記第１方向の幅より広いことを特徴と
する上記（１６）～（２５）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００３４】
　（２７）前記第１基板及び前記第２基板の間に具備された液晶層をさらに含むことを特
徴とする上記（１６）～（２６）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００３５】
　（２８）前記各画素は前記ゲートラインから分岐されたゲート電極、前記データライン
から分岐されたソース電極、及び前記画素電極に連結されたドレーン電極を含むスイッチ
ング素子をさらに含むことを特徴とする上記（１６）～（２７）のいずれか一項に記載の
表示装置。
【００３６】
　（２９）前記第１基板は第１ベース基板を含み、前記ゲートラインは前記第１ベース基
板の上に具備され、前記データライン及び前記ストレージラインは前記ゲートラインと絶
縁されるように前記第１ベース基板及び前記ゲートラインの上に具備されることを特徴と
する上記（１７）～（２８）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００３７】
　（３０）前記各画素は前記ストレージラインから分岐され、前記画素電極の少なくとも
一部と対向して具備されたストレージ電極をさらに含むことを特徴とする上記（１７）～
（２９）のいずれか一項に記載の表示装置。
【００３８】
　（３１）前記バリアーパターンは導電性を有し、入射された光を吸収又は遮断すること
を特徴とする上記（１６）～（３０）のいずれか一項に記載の表示装置。 
【発明の効果】
【００３９】
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　バリアーパターンを利用して立体映像を具現し、バリアーパターン及び電極パターンを
利用して外部の接触情報を認識することにより、外部の接触の認識を可能とするとともに
、製造費用及び製造時間を減少させ、表示装置の厚さを減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２】図１の表示装置の拡大平面図である。
【図３】図２のＩ－Ｉ’線に沿って切断した断面図である。
【図４Ａ】図３の第２基板の一部分の拡大断面図である。
【図４Ｂ】図１の複数のバリアーパターンと複数の電極パターンとの平面図である。
【図５Ａ】外部物体のタッチがあった場合の図４Ａに対応する拡大断面図である。
【図５Ｂ】外部物体のタッチがあった場合の図４Ｂに対応する複数のバリアーパターンと
複数の電極パターンとの平面図である。
【図６】図１の複数のバリアーパターン及び複数の電極パターンの他の実施形態による平
面図である。
【図７】図１の複数のバリアーパターン及び複数の電極パターンのその他の実施形態によ
る平面図である。
【図８】本発明の他の実施形態による表示装置の平面図である。
【図９】図８の表示装置の一実施形態による拡大平面図である。
【図１０】図９のＩ－Ｉ’線に沿って切断した断面図である。
【図１１】図８の表示装置の他の実施形態による拡大平面図である。
【図１２】図１１のＩ－Ｉ’線に沿って切断した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、本発明の実施形態について説明する。しかし、本発明は多様な変更を加えること
ができ、様々な形態を有することができるのであり、以下説明する実施形態に限定される
ものではない。すなわち、本発明は、以下説明する実施形態に限定されるものではなく、
本発明の思想及び技術的範囲に含まれる全ての変更、均等物、および代替物を含むものと
理解しなければならない。
【００４２】
　各図面においては類似の構成要素に対して類似の参照符号を使用した。図面における構
造物の寸法は本発明を明確に説明するために実際より拡大して図示される場合がある。第
１、第２等の用語は多様な構成要素を説明するために使用されるが、該構成要素はこのよ
うな用語によって限定されない。このような用語は１つの構成要素を他の構成要素から区
別する目的のみに使用される。例えば、第１構成要素は第２構成要素と称され得り、類似
の第２構成要素も第１構成要素と称され得る。単数の表現は文脈上明確に異なるように記
載されていない限り、複数の表現を含む。
【００４３】
　本出願で、「含む」又は「有する」等の用語は明細書に記載された他の特徴、数字、段
階、動作、構成要素、部品又はこれらの組合せが存在し得ることを示すものであるので、
１つ又はそれ以上の他の特徴や数字、段階、動作、構成要素、部分品又はこれらを組合せ
の存在又は付加の可能性が排除されないものとして理解しなければならない。
【００４４】
　また、層、膜、領域、板等の部分が他の部分「上に」あると記載されている場合は、他
の部分の「真上に」ある場合のみでなく、その中間にその他の部分がある場合も含む。逆
に、層、膜、領域、板等の部分が他の部分の「真下に」あるとする場合、これは他の部分
の「直下に」にある場合のみでなくその中間にその他の部分がある場合も含む。
【００４５】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００４６】
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　図１は本発明の一実施形態に係る表示装置の平面図である。
【００４７】
　図１を参照すれば、表示装置１００は第１基板１１０及び第１基板１１０と対向して具
備された第２基板１２０を含む表示パネル１５０及び表示パネル１５０に駆動信号を提供
する駆動回路１３０を含む。図１には図示していないが、第１基板１１０及び第２基板１
２０との間には液晶層が具備される。
【００４８】
　第１基板１１０は複数の画素（図示せず）が具備されて映像を表示する表示領域ＤＡ、
及び駆動回路１３０又は複数の信号ライン（図示せず）が具備される表示領域ＤＡ以外の
非表示領域ＰＡに区分される。図１に示すように、第１基板１１０は駆動回路１３０を実
装するために、第２基板１２０より大きい面積で具備され得る。
【００４９】
　図１には図示していないが、第１基板１１０の上には第１方向Ｄ１へ延長された複数の
ゲートライン、ゲートラインと交差する第２方向Ｄ２へ延長された複数のデータライン、
ゲートライン及びデータラインに連結された複数のスイッチング素子、及びスイッチング
素子に連結される複数の画素電極が具備される。第１基板１１０の構成と関連して、以下
、図２及び図３を参照して詳細に説明する。
【００５０】
　第２基板１２０の上には第１方向Ｄ１へ延長され、第２方向Ｄ２に配列された複数の電
極パターンＥＰ及び電極パターンＥＰと絶縁されて交差し、第２方向Ｄ２へ延長され、第
１方向Ｄ１に配列された複数のバリアーパターンＢＰが具備される。バリアーパターンＢ
Ｐは画素の中で一のグループの画素で発生した光は外部の特定位置にいる視聴者の右眼に
提供されるように構成され、画素の中で他のグループの画素で発生された光は視聴者の右
眼に提供されるように構成される。これにより、表示装置１００はバリアーパターンＢＰ
を利用して視聴者に立体映像を提供できる。
【００５１】
　また、電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰは表示領域ＤＡに対する外部の接触
を感知する機能を有する。そのため、バリアーパターンＢＰは入射された光を吸収又は遮
断する物質を含み、導電性物質を含む。
【００５２】
　これに関し、以下、図４Ａ～図７を参照して詳細に説明する。図１には図示していない
が、第２基板１２０の上にはカラーフィルター又はブラックマトリックスがさらに具備さ
れ得る。
【００５３】
　第１基板１１０の非表示領域ＰＡの中で第２基板１２０と対向しない領域には駆動回路
１３０が具備される。駆動回路１３０は第１基板１１０に薄膜工程を通じて直接形成され
ることができ、チップオングラス（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ）形態で具備され得る。
【００５４】
　駆動回路１３０はゲートラインにゲート信号を提供するゲートドライバー及びデータラ
インにデータ信号を提供するデータドライバーを包含できる。また、駆動回路１３０は電
極パターンＥＰに基準電圧又は複数のセンシング信号を印加し、バリアーパターンＢＰの
電圧を測定できる。
【００５５】
　図１に示すように、表示領域ＤＡの４つの辺の中で第２方向Ｄ２の辺の長さは第１方向
Ｄ１の辺の長さより長い。また、駆動回路１３０は表示領域ＤＡに対して第２方向Ｄ２に
隣接する非表示領域に具備されることを例として示した。このような配置は携帯電話機又
はスマートフォンのような小型ディスプレー製品又は特定の大型ディスプレー製品に有用
であるが、これに限定されない。したがって、本実施形態による駆動回路１３０は表示領
域ＤＡに対して第１方向Ｄ１に隣接する非表示領域に具備され得る。
【００５６】
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　図２は図１の表示装置の拡大平面図であり、図３は図２のＩ－Ｉ’線に沿って切断した
断面図である。図１の画素構成を具体的に説明するために、図２には６つの画素領域を拡
大して図示した。
【００５７】
　図２を参照すれば、表示装置１００は第１方向Ｄ１へ延長され、互いに離隔されて具備
された第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３、第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３
と交差し第２方向Ｄ２へ延長され、互に離隔されて具備された第１～第３データラインＤ
Ｌ１～ＤＬ３、及び第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３及び第１～第３データライン
ＤＬ１～ＤＬ３に連結され、スイッチング素子として機能する第１～第６薄膜トランジス
ターＴＲ１～ＴＲ６を含む。
【００５８】
　第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６の各々は第１～第３ゲートラインＧＬ１
～ＧＬ３の中で対応するゲートライン及び第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３の中で
対応するデータラインに連結される。具体的には、第１薄膜トランジスターＴＲ１は第１
ゲートラインＧＬ１及び第１データラインＤＬ１に連結され、第２薄膜トランジスターＴ
Ｒ２は第２ゲートラインＧＬ２及び第１データラインＤＬ１に連結され、第３薄膜トラン
ジスターＴＲ３は第３ゲートラインＧＬ３及び第１データラインＤＬ１に連結され、第４
薄膜トランジスターＴＲ４は第１ゲートラインＧＬ１及び第２データラインＤＬ２に連結
され、第５薄膜トランジスターＴＲ５は第２ゲートラインＧＬ２及び第２データラインＤ
Ｌ２に連結され、第６薄膜トランジスターＴＲ６は第３ゲートラインＧＬ３及び第２デー
タラインに連結される。第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６各々は対応するゲ
ートラインから分岐されたゲート電極ＧＥ、対応するデータラインから分岐されたソース
電極ＳＥ、及びソース電極ＳＥと離隔されて具備されたドレーン電極ＤＥを含む。
【００５９】
　また、表示装置１００はコンタクトホールＣＨを通じて第１～第６薄膜トランジスター
ＴＲ１～ＴＲ６のドレーン電極ＤＥに各々連結される第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６
を含む。
【００６０】
　表示装置１００は第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３と離隔されるように第１方向
Ｄ１へ延長されて具備された第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３をさらに含む。
また、表示装置１００は第１ストレージラインＳＬ１から分岐された第１ストレージ電極
ＳＴ１及び第４ストレージ電極ＳＴ４、第２ストレージラインＳＬ２から分岐された第２
ストレージ電極ＳＴ２及び第５ストレージ電極ＳＴ５、及び第３ストレージラインＳＬ３
から分岐された第３ストレージ電極ＳＴ３及び第６ストレージ電極ＳＴ６を含む。
【００６１】
　第１～第６ストレージ電極ＳＴ１～ＳＴ６は第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と各々
対向して具備されてストレージキャパシターを各々形成する。
【００６２】
　図２及び図３を参照すれば、表示装置１００は第１基板１１０、第２基板１２０、及び
第１及び第２基板１１０、１２０との間に具備された液晶層ＬＣを含む。
【００６３】
　第１基板１１０は第１ベース基板１１１、第１ベース基板１１１の上に具備されたゲー
ト電極ＧＥ、及びゲート電極ＧＥ及び第１ベース基板１１１の上に具備された第１絶縁膜
１１２を含む。第１ベース基板１１１は透明である有機基板又はプラスチック基板である
ことができ、第１絶縁膜１１２は透明である絶縁性物質、例えば、シリコン窒化膜ＳｉＮ
ｘ又はシリコン酸化膜ＳｉＯｘであり得る。
【００６４】
　第１絶縁膜１１２の上にはゲート電極ＧＥが形成された領域に対応してアクティブ層Ａ
ＣＬ及びオーミックコンタクト層ＯＣＬが具備される。オーミックコンタクト層ＯＣＬ及
び第１絶縁膜１１２の上には互に離隔したソース電極ＳＥ及びドレーン電極ＤＥが具備さ
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れる。また、第１絶縁膜１１２の上には第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３が具備さ
れる。
【００６５】
　ソース電極ＳＥ、ドレーン電極ＤＥ、及び第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３の上
には第２絶縁膜１１３が具備される。また、第２絶縁膜１１３の上には第１～第６画素電
極ＰＥ１～ＰＥ６が具備される。第２絶縁膜１１３にはドレーン電極ＤＥの少なくとも一
部を露出させるコンタクトホールＣＨが形成され、第１画素電極ＰＥ１はコンタクトホー
ルＣＨを通じて第１薄膜トランジスターＴＲ１のドレーン電極に連結される。
【００６６】
　第２基板１２０は第２ベース基板１２１、第２ベース基板１２１の上に具備されたブラ
ックマトリックスＢＭ、ブラックマトリックスＢＭ及び第２ベース基板１２１の上に具備
されたカラーフィルター層１２２を含む。
【００６７】
　カラーフィルター層１２２は赤色を示す赤色カラーフィルターＣＦＲ、緑色を示す緑色
カラーフィルター、及び青色を示す青色カラーフィルターを包含できる。また、カラーフ
ィルター層１２２の上には電極パターンＥＰが具備される。
【００６８】
　第２基板１２０は第２ベース基板１２１を介して、電極パターンＥＰと対向して具備さ
れたバリアーパターンＢＰをさらに含む。また、バリアーパターンＢＰの上には偏光フィ
ルム１２３がさらに具備され得る。偏光フィルム１２３は一方向に振動する光を透過させ
、該一方向と実質的に垂直になる方向に振動する光を吸収する。
【００６９】
　図３には図示していないが、第１及び第４画素電極ＰＥ１、ＰＥ４及び電極パターンＥ
Ｐの上には液晶層ＬＣの液晶を配向する配向膜が具備され得る。
【００７０】
　再び図２を参照すれば、第１データラインＤＬ１、第１ゲートラインＧＬ１、第１薄膜
トランジスターＴＲ１、及び第１画素電極ＰＥ１によって定義される第１画素ＬＲは赤色
光を表示する赤色画素であり、第１データラインＤＬ１、第２ゲートラインＧＬ２、第２
薄膜トランジスターＴＲ２、及び第２画素電極ＰＥ２によって定義される第２画素ＬＧは
緑色光を表示する緑色画素であり、第１データラインＤＬ１、第３ゲートラインＧＬ３、
第３薄膜トランジスターＴＲ３、及び第３画素電極ＰＥ３によって定義される第３画素Ｌ
Ｂは青色光を表示する青色画素である。
【００７１】
　また、第２データラインＤＬ２、第１ゲートラインＧＬ１、第４薄膜トランジスターＴ
Ｒ４、及び前記第４画素電極ＰＥ４によって定義される第４画素ＲＲは赤色光を表示する
赤色画素であり、第２データラインＤＬ２、第２ゲートラインＧＬ２、第５薄膜トランジ
スターＴＲ５、及び第５画素電極ＰＥ５によって定義される第５画素ＲＧは緑色光を表示
する緑色画素であり、第２データラインＤＬ２、第３ゲートラインＧＬ３、第６薄膜トラ
ンジスターＴＲ６、及び第６画素電極ＰＥ６によって定義される第６画素ＲＢは青色光を
表示する青色画素である。
【００７２】
　バリアーパターンＢＰの位置にしたがって、第１～第３画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢで発生さ
れた光は表示装置１００外部の第１地点に提供され得り、第４第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ
で発生された光は表示装置１００外部の第２地点に提供され得る。具体的には、第１～第
３画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢで発生された光は表示装置１００外部の特定位置にいる視聴者の
右眼に提供されることができ、第４～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生された光は視聴者
の右眼に提供されることができる。このような方式により、第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ、
ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢを含む表示装置１００は視聴者に立体映像を提供できる。
【００７３】
　第１基板１１０に具備された第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢと第
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２基板１２０とに具備された電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰの配置関係を説
明するために、図２に電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰを拡大して図示した。
図２を参照すれば、電極パターンＥＰは第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と対向して具
備されて電界を形成し、バリアーパターンＢＰの各々は第１方向Ｄ１に互に隣接する２つ
の画素との間に具備されて第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生さ
れた光の提供方向を制限する。
【００７４】
　再び図２を参照すれば、第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢの中で第
２方向Ｄ２に互に隣接する２つの画素は互に他の色を表示し、第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ
、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢの中で第１方向Ｄ１に互に隣接する２つの画素は互に同一な色
を表示することが例として図示されているが、これに限定されない。
【００７５】
　また、第１～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ各々は第１方向Ｄ１と並べ
た辺が第２方向Ｄ２と並べた辺よりさらに長く形成される。換言すれば、第１～第６画素
ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ、ＲＲ、ＲＧ、ＲＢの第２方向Ｄ２の幅より第１方向Ｄ１の幅がさらに
広い。このような画素構成においては、表示装置１００が立体映像を表示するのに、バリ
アーパターンＢＰは図２のように第２方向Ｄ２へ延長されて具備されることがより適切で
ある。
【００７６】
　図示されていないが、電極パターンＥＰは非表示領域ＰＡで第１～第３ストレージライ
ンＳＬ１～ＳＬ３と連結され得る。具体的には、第１～第３ストレージラインＳＬ１～Ｓ
Ｌ３は電極パターンＥＰの中で対応する電極パターンと連結されて、互いに連結されたス
トレージラインと電極パターンには同一な信号が供給され得る。したがって、第１～第３
ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３と電極パターンＥＰとは互に並べて具備されることが望
ましい。
【００７７】
　以下、図４Ａ、図４Ｂ、図５Ａ、及び図５Ｂを参照して、図１の表示装置が外部の接触
を検出する方法について説明する。
【００７８】
　図４Ａは図３の第２基板１２０の一部分の拡大断面図であり、図４Ｂは複数のバリアー
パターンと複数の電極パターンの平面図である。
【００７９】
　図４Ａには、第２基板１２０に対する外部物体による接触がない状態における、電極パ
ターンのうちの１つの電極パターンＥＰとバリアーパターンのうちの１つのバリアーパタ
ーンＢＰとの間に形成された電場ＥＦを一例として簡単に示した。
【００８０】
　図４Ａを参照すれば、電極パターンＥＰにセンシング信号が印加されれば、センシング
信号によって形成された電場ＥＦはバリアーパターンＢＰに影響を与えてバリアーパター
ンＢＰに誘導電圧を生成する。具体的には、第２基板１２０に対する外部物体の接触がな
い状態で電極パターンＥＰにセンシング信号として、例えば３Ｖの電圧と０Ｖの電圧とを
多数回交互に入力すれば、電極パターンＥＰによって形成される電場ＥＦの変化はバリア
ーパターンＢＰに誘導電圧、例えば０．３Ｖの電圧を生成する。
【００８１】
　図４Ｂを参照すれば、電極パターンＥＰは第１方向Ｄ１へ延長され、第２方向Ｄ２に配
列された第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎ（ここで、ｎは１以上の整数である）を
含み、バリアーパターンＢＰは第２方向Ｄ２へ延長され、第１方向Ｄ１に配列された第１
～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍ（ここで、ｍは１以上の整数である）を含む。
【００８２】
　表示装置１００には非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰ
ｎと連結されてセンシング信号を受信する第１～第ｎ電極パターンパッドＥＰＰ１～ＥＰ
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Ｐｎが具備され、非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰ
ｍと連結されて第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍの電圧を検出する第１～第ｍ
バリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｍが具備される。
【００８３】
　センシング信号は第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎに順次提供され、センシング
信号の入力時間に同期して第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍの電圧を測定する
ことによって、第２基板１２０に対する外部物体の接触を感知できる。
【００８４】
　図４Ａ及び図４Ｂでは第２基板１２０に対する外部物体による接触がない場合を図示し
たので、第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍの電圧は全て０．３Ｖに現れ得る。
【００８５】
　図５Ａは外部物体による接触があった場合の図４Ａに対応する拡大断面図であり、図５
Ｂは外部物体による接触があった場合の図４Ｂに対応する複数のバリアーパターンと複数
の電極パターンとの平面図である。
【００８６】
　図５Ａには第２基板１２０に対する外部物体の接触があった状態における、電極パター
ンのうちの１つの電極パターンＥＰと前記バリアーパターンのうちの１つのバリアーパタ
ーンＢＰの間に形成された電場を一例として簡単に図示した。
【００８７】
　図５Ａを参照すれば、第２基板１２０に対する外部物体、例えば指ＦＧによる接触があ
った状態で電極パターンＥＰにセンシング信号が印加されたとき、センシング信号によっ
て形成された電気場はバリアーパターンＢＰに影響を及ぼすが、その程度は図４Ａの指Ｆ
Ｇによる接触がない場合と異なる。具体的に図４Ａと図５Ａとを比較すれば、図５Ａで電
極パターンＥＰによって発生された電場ＥＦは接地として作用する指ＦＧによってバリア
ーパターンＢＰの付近で図４Ａと異なる電場が形成される。したがって、センシング信号
によって発生された電場は指ＦＧによる接触が無いときと比較して異なる大きさの誘導電
圧をバリアーパターンＢＰに生成する。
【００８８】
　第２基板１２０に対する指ＦＧの接触があった状態で、電極パターンＥＰにセンシング
信号として、例えば３Ｖの電圧と０Ｖの電圧とを多数回交互に入力すれば、電極パターン
ＥＰによって発生する電場の変化はバリアーパターンＢＰに誘導電圧、例えば０．２Ｖの
電圧を生成する。
【００８９】
　図５Ｂを参照すれば、第２電極パターンＥＰ２と第２バリアーパターンＢＰ２とが交差
する第１領域Ａ１及び第２電極パターンＥＰ２と第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－１が
交差する第２領域Ａ２に第２基板１２０に対する指（図５ＡのＦＧ）の接触があった場合
、第２電極パターンＥＰ２にセンシング信号が入力される時間に対応して第２バリアーパ
ターンＢＰ２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－１には０．２Ｖの電圧が検出され、
第２バリアーパターンＢＰ２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－１以外のバリアーパ
ターンには０．３Ｖである電圧が検出される。このような方式により、表示装置１００は
第２基板１２０に対する１つ以上の地点での外部物体によるタッチを感知できる。
【００９０】
　図６は図１の複数のバリアーパターン及び複数の電極パターンの他の実施形態の拡大平
面図である。
【００９１】
　図６を参照すれば、複数の電極パターンＥＰは第１方向Ｄ１へ延長され、第２方向Ｄ２
に配列された第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎを含み、バリアーパターンＢＰは第
２方向Ｄ２へ延長され、第１方向Ｄ１に配列された第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～
ＢＰｍを含む。
【００９２】
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　表示装置１００には非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰ
ｎと連結されてセンシング信号を受信する第１～第ｎ電極パターンパッドＥＰＰ１～ＥＰ
Ｐｎが具備され、非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰ
ｍの中で一部と連結されて第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍの中で一部の電圧
を検出する第１～第ｉバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｉ（ここで、ｉは１以上
の整数である）が具備される。例えば、図６のように、第１、第３、第ｍ－２、及び第ｍ
バリアーパターンＢＰ１、ＢＰ３、ＢＰｍ－２、ＢＰｍには第１、第３、第ｍ－２、及び
第ｍバリアーパターンＢＰ１、ＢＰ３、ＢＰｍ－２、ＢＰｍの電圧を検出できるバリアー
パターンパッドが具備されず、第２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰ２、ＢＰｍ－１に
は第２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰ２、ＢＰｍ－１の電圧を各々検出できる第１～
第ｉバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｉが具備され得る。
【００９３】
　第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍは立体映像を具現するために実質的に互に
隣接する２つの画素との間毎に具備されるが、第２基板１２０に対する外部物体による接
触を認識するにおいて、第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍの中で一部のみが利
用され得る。したがって、図６では外部物体による接触を認識するのに使用されるバリア
ーパターンのみに複数のバリアーパターンパッドを配置することを例として示した。
【００９４】
　図６において、第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎが第１～第ｉバリアーパターン
パッドＢＰＰ１～ＢＰＰｉが連結された複数のバリアーパターンと交差しない領域で、第
１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎは第１幅Ｗ１を有し、第１～第ｎ電極パターンＥＰ
１～ＥＰｎが第１～第ｉバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｉが連結された複数の
バリアーパターンと交差する領域で、第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎは第１幅Ｗ
１より狭い第２幅Ｗ２を有することができる。
【００９５】
　図６に示すように、第１～第ｉバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｉが連結され
た複数のバリアーパターンと交差する領域で第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎの幅
を他の領域より狭くすれば、交差領域付近で第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎによ
って形成される電場の範囲が狭くなって、表示装置１００が外部物体による接触を認識す
る感度を向上させ得る。
【００９６】
　図７は図１のバリアーパターン及び電極パターンのさらに他の実施形態による拡大平面
図である。
【００９７】
　図７を参照すれば、電極パターンＥＰは第１方向Ｄ１へ延長され、第２方向Ｄ２に配列
された第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎを含み、バリアーパターンＢＰは第２方向
Ｄ２へ延長され、第１方向Ｄ１に配列された第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰｍ
を含む。
【００９８】
　表示装置１００には非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰ
ｎと連結されてセンシング信号を受信する第１～第ｎ電極パターンパッドＥＰＰ１～ＥＰ
Ｐｎが具備され、非表示領域（図１のＰＡ）で第１～第ｍバリアーパターンＢＰ１～ＢＰ
ｍの中で少なくとも２つ以上のバリアーパターンと連結されて連結されたバリアーパター
ンの電圧を検出する第１～第ｊバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｊ（ここで、ｊ
は１以上の整数である）が具備される。例えば、図に示すように、第１及び第ｍバリアー
パターンＢＰ１、ＢＰｍには第１及び第ｍバリアーパターンＢＰ１、ＢＰｍの電圧を検出
できるバリアーパターンパッドが具備されず、第２及び第３バリアーパターンＢＰ２、Ｂ
Ｐ３には第２及び第３バリアーパターンＢＰ２、ＢＰ３を互に連結して第２及び第３バリ
アーパターンＢＰ２、ＢＰ３の電圧を検出できる１つの第１バリアーパターンパッドＢＰ
Ｐ１が具備されることができ、第ｍ－２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－２、ＢＰ
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ｍ－１には第ｍ－２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－２、ＢＰｍ－１を互に連結し
て第ｍ－２及び第ｍ－１バリアーパターンＢＰｍ－２、ＢＰｍ－１の電圧を検出できる１
つの第ｊバリアーパターンパッドＢＰＰｊが具備されることができる。
【００９９】
　図６と類似して、図７において、第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎが第１～第ｊ
バリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｊが連結されたバリアーパターンと交差しない
領域で、第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎは第１幅Ｗ１を有し、第１～第ｎ電極パ
ターンＥＰ１～ＥＰｎが第１～第ｊバリアーパターンパッドＢＰＰ１～ＢＰＰｊが連結さ
れたバリアーパターンと交差する領域で、第１～第ｎ電極パターンＥＰ１～ＥＰｎは第１
幅Ｗ１より狭い第２幅Ｗ２を有することができる。
【０１００】
　図８は本発明の他の実施形態に係る表示装置の平面図である。
【０１０１】
　図８を参照すれば、表示装置３００は第１基板３１０及び第１基板３１０と対向して具
備された第２基板３２０を含む表示パネル３５０及び表示パネル３５０に駆動信号を提供
する駆動回路３３０を含む。図８に図示していないが、第１基板３１０及び第２基板３２
０の間には液晶層が具備される。
【０１０２】
　第１基板３１０は複数の画素（図示せず）が具備されて映像を表示する表示領域ＤＡ、
及び駆動回路１３０又は信号ライン（図示せず）が具備される表示領域ＤＡ以外の非表示
領域ＰＡに区分される。図８に示すように、第１基板３１０は駆動回路３３０等を実装す
るために第２基板３２０より大きい面積で具備され得る。
【０１０３】
　第２基板３２０の上には第１方向Ｄ１へ延長され、第２方向Ｄ２に配列された複数のバ
リアーパターンＢＰ及びバリアーパターンＢＰと絶縁されて交差し、第２方向Ｄ２へ延長
され、第１方向Ｄ１に配列された複数の電極パターンＥＰが具備される。バリアーパター
ンＢＰは画素のうち一のグループの画素で発生した光は外部の特定位置にいる視聴者の右
眼に提供されるように構成され、画素のうち他のグループの画素で発生された光は視聴者
の右眼に提供されるように構成される。これにより、表示装置３００はバリアーパターン
ＢＰを利用して視聴者に立体映像を提供できる。
【０１０４】
　また、電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰは表示領域ＤＡに対する外部のタッ
チを感知する機能を有する。このため、バリアーパターンＢＰは入射された光を吸収又は
遮断する物質を含み、導電性物質を含む。
【０１０５】
　第１基板３１０の非表示領域ＰＡの中で第２基板３２０と対向しない領域には駆動回路
３３０が具備される。駆動回路３３０は第１基板３１０に薄膜工程を通じて直接形成でき
、チップオングラス（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ）形態に具備できる。
【０１０６】
　図８に示していないが、駆動回路３３０はゲートラインにゲート信号を提供するゲート
ドライバー及びデータラインにデータ信号を提供するデータドライバーを包含できる。ま
た、駆動回路３３０は電極パターンＥＰに基準電圧又はセンシング信号を印加し、バリア
ーパターンＢＰの電圧を測定できる。
【０１０７】
　図９は図８の表示装置の一実施形態に係る拡大平面図であり、図１０は図９のＩ－Ｉ’
線に沿って切断した断面図である。図８の画素構成を具体的に説明するために、図９には
６つの画素領域を拡大して示した。
【０１０８】
　図９を参照すれば、表示装置３００は第１方向Ｄ１へ延長され、互に離隔されて具備さ
れた第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２、第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ
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２と交差し第２方向Ｄ２へ延長され、互いに離隔して具備された第１～第３ゲートライン
ＧＬ１～ＧＬ３、及び第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２及び第１乃至第３ゲート
ラインＧＬ１～ＧＬ３に連結され、スイッチング素子として機能する第１～第６薄膜トラ
ンジスターＴＲ１～ＴＲ６を含む。
【０１０９】
　第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６の各々は第１～第３ゲートラインＧＬ１
～ＧＬ３の中で対応するゲートライン及び第１及び第２データラインＤＬ１、ＤＬ２の中
で対応するデータラインに連結される。具体的には、第１薄膜トランジスターＴＲ１は第
１ゲートラインＧＬ１及び第１データラインＤＬ１に連結され、第２薄膜トランジスター
ＴＲ２は第２ゲートラインＧＬ２及び第１データラインＤＬ１に連結され、第３薄膜トラ
ンジスターＴＲ３は第３ゲートラインＧＬ３及び第１データラインＤＬ１に連結され、第
４薄膜トランジスターＴＲ４は第１ゲートラインＧＬ１及び第２データラインＤＬ２に連
結され、第５薄膜トランジスターＴＲ５は第２ゲートラインＧＬ２及び第２データライン
ＤＬ２に連結され、第６薄膜トランジスターＴＲ６は第３ゲートラインＧＬ３及び第２デ
ータラインに連結される。第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６各々は対応する
ゲートラインから分岐されたゲート電極ＧＥ、対応するデータラインから分岐されたソー
ス電極ＳＥ、及びソース電極ＳＥと離隔されて具備されたドレーン電極ＤＥを含む。
【０１１０】
　また、表示装置３００はコンタクトホールＣＨを通じて第１～第６薄膜トランジスター
ＴＲ１～ＴＲ６のドレーン電極ＤＥに各々連結される第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６
を含む。
【０１１１】
　表示装置３００は第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３と離隔されるように第２方向
Ｄ２へ延長されて具備された第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３をさらに含む。
また、表示装置３００は第１ストレージラインＳＬ１から分岐された第１ストレージ電極
ＳＴ１及び第４ストレージ電極ＳＴ４、第２ストレージラインＳＬ２から分岐された第２
ストレージ電極ＳＴ２及び第５ストレージ電極ＳＴ５、及び第３ストレージラインＳＬ３
から分岐された第３ストレージ電極ＳＴ３及び第６ストレージ電極ＳＴ６を含む。
【０１１２】
　第１～第６ストレージ電極ＳＴ１～ＳＴ６は第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と各々
対向して具備されてストレージキャパシターを各々形成する。
【０１１３】
　図９及び図１０を参照すれば、表示装置３００は第１基板３１０、第２基板３２０、及
び第１及び第２基板３１０、３２０の間に具備された液晶層ＬＣを含む。
【０１１４】
　第１基板３１０は第１ベース基板３１１、第１ベース基板３１１の上に具備されたゲー
ト電極ＧＥ、第２及び第３ゲートラインＧＬ２、ＧＬ３、及び第１～第２ストレージライ
ンＳＬ１～ＳＬ３を含む。また、ゲート電極ＧＥ、第２及び第３ゲートラインＧＬ２、Ｇ
Ｌ３、第１～第２ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３、及び第１ベース基板３１１の上には
第１絶縁膜３１２が具備される。
【０１１５】
　第１絶縁膜３１２の上にはゲート電極ＧＥに対応してアクティブ層ＡＣＬ及びオーミッ
クコンタクト層ＯＣＬが具備される。オーミックコンタクト層ＯＣＬ及び第１絶縁膜３１
２の上には互に離隔されたソース電極ＳＥ及びドレーン電極ＤＥが具備される。
【０１１６】
　ソース電極ＳＥ、ドレーン電極ＤＥ、及び第１絶縁膜３１２の上には第２絶縁膜３１３
が具備される。また、第２絶縁膜３１３の上には第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６が具
備される。第２絶縁膜３１３にはドレーン電極ＤＥの少なくとも一部を露出させるコンタ
クトホールＣＨが形成され、第１画素電極ＰＥ１はコンタクトホールＣＨを通じて第１薄
膜トランジスターＴＲ１のドレーン電極ＤＥに連結される。
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【０１１７】
　第２基板３２０は第２ベース基板３２１、第２ベース基板３２１の上に具備されたブラ
ックマトリックスＢＭ、ブラックマトリックスＢＭ及び第２ベース基板３２１の上に具備
されたカラーフィルター層３２２を含む。
【０１１８】
　カラーフィルター層３２２は赤色を示す赤色カラーフィルターＣＦＲ、緑色を示す緑色
カラーフィルターＣＦＧ、及び青色を示す青色カラーフィルターＣＦＢを含む。また、カ
ラーフィルター層３２２の上には電極パターンＥＰが具備される。
【０１１９】
　第２基板３２０は第２ベース基板３２１を介して、電極パターンＥＰと対向して具備さ
れたバリアーパターンＢＰを含む。また、バリアーパターンＢＰの上には偏光板３２３が
さらに具備され得る。
【０１２０】
　再び図９を参照すれば、第１データラインＤＬ１、第１ゲートラインＧＬ１、第１薄膜
トランジスターＴＲ１、及び第１画素電極ＰＥ１によって定義される第１画素ＲＲは赤色
光を表示する赤色画素であり、第１データラインＤＬ１、第２ゲートラインＧＬ２、第２
薄膜トランジスターＴＲ２、及び第２画素電極ＰＥ２によって定義される第２画素ＲＧは
緑色光を表示する赤色画素であり、第１データラインＤＬ１、第３ゲートラインＧＬ３、
第３薄膜トランジスターＴＲ３、及び第３画素電極ＰＥ３によって定義される第３画素Ｒ
Ｂは青色光を表示する青色画素である。
【０１２１】
　また、第２データラインＤＬ２、第１ゲートラインＧＬ１、第４薄膜トランジスターＴ
Ｒ４、及び第４画素電極ＰＥ４によって定義される第４画素ＬＲは赤色光を表示する赤色
画素であり、第２データラインＤＬ２、第２ゲートラインＧＬ２、第５薄膜トランジスタ
ーＴＲ５、及び第５画素電極ＰＥ５によって定義される第５画素ＬＧは緑色光を表示する
緑色画素であり、第２データラインＤＬ２、第３ゲートラインＧＬ３、第６薄膜トランジ
スターＴＲ６、及び第６画素電極ＰＥ６によって定義される第６画素ＬＢは青色光を表示
する青色画素である。
【０１２２】
　バリアーパターンＢＰの位置にしたがって、第１～第３画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生さ
れた光は表示装置３００外部の第１地点に提供されることができ、第４～第６画素ＬＲ、
ＬＧ、ＬＢで発生された光は表示装置３００外部の第２地点に提供されることができる。
具体的には、第１～第３画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生した光は表示装置３００外部の特定
位置にいる視聴者の右眼に提供されることができ、第４～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢで発
生した光は視聴者の右眼に提供されることができる。このような方式により、第１～第６
画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢを含む表示装置３００は視聴者に立体映像を提
供できる。
【０１２３】
　第１基板３１０に具備された第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢと第
２基板３２０に具備された電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰの配置関係を説明
するために、図９に電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰを例として拡大して示し
た。図９を参考すれば、電極パターンＥＰは第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と対向し
て具備されて電界を形成し、バリアーパターンＢＰの各々は第２方向Ｄ２に互に隣接する
２つの画素の間に具備されて第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢで発生
した光の提供方向を制限する。
【０１２４】
　再び図９を参照すれば、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢのうち第
１方向Ｄ１に互に隣接する２つの画素は互に他の色を表示し、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ
、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢのうち第２方向Ｄ２に互に隣接する２つの画素は互に同一な色
を表示することを例として示したが、これに限定されるものではない。
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【０１２５】
　また、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢの各々は第２方向Ｄ２の辺
が第１方向Ｄ１の辺より長く形成される。換言すれば、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ
、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢの第１方向Ｄ１への幅より第２方向Ｄ２への幅が広い。このような画
素構成で、表示装置３００が立体映像を表示する場合に、バリアーパターンＢＰは図９の
ように第１方向Ｄ１へ延長されて具備されることがより適切である。
【０１２６】
　図示していないが、電極パターンＥＰは非表示領域ＰＡで第１～第３ストレージライン
ＳＬ１～ＳＬ３と連結され得る。具体的には、第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ
３は電極パターンＥＰの中で対応する電極パターンと連結されて、互いに連結されたスト
レージラインと電極パターンには同一の信号が供給され得る。したがって、第１～第３ス
トレージラインＳＬ１～ＳＬ３と電極パターンＥＰとは互いに並行に具備されることが望
ましい。
【０１２７】
　図１１は図８の表示装置の他の実施形態の拡大平面図であり、図１２は図１１のＩ－Ｉ
’線に沿って切断した断面図である。
【０１２８】
　図１１を参照すれば、表示装置３００は第１方向Ｄ１へ延長され、互いに離隔されて具
備された第１及び第２ゲートラインＧＬ１、ＧＬ２、第１及び第２ゲートラインＧＬ１、
ＧＬ２と交差する第２方向Ｄ２に延長され、互いに離隔されて具備された第１～第３デー
タラインＤＬ１～ＤＬ３、及び第１及び第２ゲートラインＧＬ１、ＧＬ２及び第１～第３
データラインＤＬ１～ＤＬ３に連結され、スイッチング素子として機能する第１～第６薄
膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６を含む。
【０１２９】
　第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６の各々は第１及び第２ゲートラインＧＬ
１、ＧＬ２の中で対応するゲートライン及び第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３の中
で対応するデータラインに連結される。具体的には、第１薄膜トランジスターＴＲ１は第
１ゲートラインＧＬ１及び第１データラインＤＬ１に連結され、第２薄膜トランジスター
ＴＲ２は第１ゲートラインＧＬ１及び第２データラインＤＬ２に連結され、第３薄膜トラ
ンジスターＴＲ３は第１ゲートラインＧＬ１及び第３データラインＤＬ３に連結され、第
４薄膜トランジスターＴＲ４は第２ゲートラインＧＬ２及び第１データラインＤＬ１に連
結され、第５薄膜トランジスターＴＲ５は第２ゲートラインＧＬ２及び第２データライン
ＤＬ２に連結され、第６薄膜トランジスターＴＲ６は第２ゲートラインＧＬ２及び第３デ
ータラインに連結される。第１～第６薄膜トランジスターＴＲ１～ＴＲ６各々は対応する
ゲートラインから分岐されたゲート電極ＧＥ、対応するデータラインから分岐されたソー
ス電極ＳＥ、及びソース電極ＳＥと離隔されて具備されたドレーン電極ＤＥを含む。
【０１３０】
　また、表示装置３００はコンタクトホールＣＨを通じて第１～第６薄膜トランジスター
ＴＲ１～ＴＲ６のドレーン電極ＤＥに各々連結される第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６
を含む。
【０１３１】
　表示装置３００は第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３と離隔されて第２方向Ｄ２へ
延長されるように具備された第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３をさらに含む。
また、表示装置３００は第１ストレージラインＳＬ１から分岐された第１ストレージ電極
ＳＴ１及び第４ストレージ電極ＳＴ４、第２ストレージラインＳＬ２から分岐された第２
ストレージ電極ＳＴ２及び第５ストレージ電極ＳＴ５、及び第３ストレージラインＳＬ３
から分岐された第３ストレージ電極ＳＴ３及び第６ストレージ電極ＳＴ６を含む。
【０１３２】
　第１～第６ストレージ電極ＳＴ１～ＳＴ６は第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と各々
対向して具備されてストレージキャパシターを各々形成する。
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【０１３３】
　図１１及び図１２を参照すれば、表示装置３００は第１基板３１０、第２基板３２０、
及び第１及び第２基板３１０、３２０の間に具備された液晶層ＬＣを含む。
【０１３４】
　第１基板３１０は第１ベース基板３１１、第１ベース基板３１１の上に具備されたゲー
ト電極ＧＥ、及び第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３を含む。また、ゲート電極ＧＥ
、第１～第３ゲートラインＧＬ１～ＧＬ３、及び第１ベース基板３１１の上には第１絶縁
膜３１２が具備される。
【０１３５】
　第１絶縁膜３１２の上にはゲート電極ＧＥに対応してアクティブ層ＡＣＬ及びオーミッ
クコンタクト層ＯＣＬが具備される。オーミックコンタクト層ＯＣＬ及び第１絶縁膜３１
２の上には互に離隔ソース電極ＳＥ及びドレーン電極ＤＥが具備される。また、前記第１
絶縁膜３１２の上には互いに離隔された第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３及び第１
～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３が具備される。
【０１３６】
　ソース電極ＳＥ、ドレーン電極ＤＥ、第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ３及び
第１～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３の上には第２絶縁膜３１３が具備される。第２絶
縁膜３１３にはドレーン電極ＤＥの少なくとも一部を露出させるコンタクトホールＣＨが
形成され、第１画素電極ＰＥ１はコンタクトホールＣＨを通じて第１薄膜トランジスター
ＴＲ１のドレーン電極ＤＥに連結される。
【０１３７】
　第２基板３２０は第２ベース基板３２１、第２ベース基板３２１の上に具備されたブラ
ックマトリックスＢＭ、ブラックマトリックスＢＭ及び第２ベース基板３２１の上に具備
されたカラーフィルター層３２２を含む。
【０１３８】
　カラーフィルター層３２２は赤色を示す赤色カラーフィルターＣＦＲ、緑色を示す緑色
カラーフィルターＣＦＧ、及び青色を示す青色カラーフィルターＣＦＢを含む。また、カ
ラーフィルター層３２２の上には電極パターンＥＰが具備される。
【０１３９】
　第２基板３２０は第２ベース基板３２１を介して、電極パターンＥＰと対向して具備さ
れたバリアーパターンＢＰを含む。また、バリアーパターンＢＰの上には偏光板３２３が
さらに具備され得る。
【０１４０】
　再び図１１を参照すれば、第１データラインＤＬ１、第１ゲートラインＧＬ１、第１薄
膜トランジスターＴＲ１、及び第１画素電極ＰＥ１によって定義される第１画素ＲＲは赤
色光を表示する赤色画素であり、第２データラインＤＬ２、第１ゲートラインＧＬ１、第
２薄膜トランジスターＴＲ２、及び第２画素電極ＰＥ２によって定義される第２画素ＲＧ
は緑色光を表示する赤色画素であり、第３データラインＤＬ３、第１ゲートラインＧＬ１
、第３薄膜トランジスターＴＲ３、及び第３画素電極ＰＥ３によって定義される第３画素
ＲＢは青色光を表示する青色画素である。
【０１４１】
　また、第１データラインＤＬ１、第２ゲートラインＧＬ２、第４薄膜トランジスターＴ
Ｒ４、及び第４画素電極ＰＥ４によって定義される第４画素ＬＲは赤色光を表示する赤色
画素であり、第２データラインＤＬ２、第２ゲートラインＧＬ２、第５薄膜トランジスタ
ーＴＲ５、及び第５画素電極ＰＥ５によって定義される第５画素ＬＧは緑色光を表示する
緑色画素であり、第３データラインＤＬ３、第２ゲートラインＧＬ２、第６薄膜トランジ
スターＴＲ６、及び第６画素電極ＰＥ６によって定義される第６画素ＬＢは青色光を表示
する青色画素である。
【０１４２】
　バリアーパターンＢＰの位置にしたがって、第１～第３画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生さ
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れた光は表示装置３００外部の第１地点に提供されることができ、第４～第６画素ＬＲ、
ＬＧ、ＬＢで発生された光は表示装置３００外部の第２地点に提供されることができる。
具体的には、第１～第３画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢで発生された光は表示装置３００外部の特
定位置にいる視聴者の右眼に提供されることができ、第４～第６画素ＬＲ、ＬＧ、ＬＢで
発生された光は視聴者の右眼に提供されることができる。このような方式により、第１～
第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢを含む表示装置３００は視聴者に立体映像
を提供できる。
【０１４３】
　第１基板３１０に具備された第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢと第
２基板３２０に具備された電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰの配置関係を説明
するために、図１１に電極パターンＥＰ及びバリアーパターンＢＰを例として拡大して示
した。図１１を参照すれば、電極パターンＥＰは第１～第６画素電極ＰＥ１～ＰＥ６と対
向して具備されて電界を形成し、バリアーパターンＢＰの各々は第２方向Ｄ２に互いに隣
接する２つの画素の間に具備されて第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ
で発生した光の提供方向を制限する。
【０１４４】
　再び図９を参照すると、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢのうち第
１方向Ｄ１に互に隣接する２つの画素は互に他の色を表示し、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ
、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢのうち第２方向Ｄ２に互に隣接する２つの画素は互いに同一な
色を表示することを例として図示したが、これに限定されるものではない。
【０１４５】
　また、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢの各々は第２方向Ｄ２の辺
が第１方向Ｄ１の辺より長く形成される。換言すれば、第１～第６画素ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ
、ＬＲ、ＬＧ、ＬＢの第１方向Ｄ１への幅より第２方向Ｄ２への幅の方広い。このような
画素構成により表示装置３００が立体映像を表示するために、バリアーパターンＢＰは図
９のように第１方向Ｄ１へ延長されて具備されることがより適切である。
【０１４６】
　図示していないが、電極パターンＥＰは非表示領域ＰＡで第１～第３ストレージライン
ＳＬ１～ＳＬ３と連結され得る。具体的には、第１～第３ストレージラインＳＬ１～ＳＬ
３は電極パターンＥＰの中で対応する電極パターンと連結されて、互いに連結されたスト
レージラインと電極パターンに同一の信号が供給され得る。このため、第１～第３ストレ
ージラインＳＬ１～ＳＬ３は電極パターンＥＰと並行するように、図１２のように、第１
～第３データラインＤＬ１～ＤＬ３と同一の層に具備され得る。
【０１４７】
　以上、本発明について実施形態を参照して説明したが、本発明の技術の分野に属する当
業者であれば特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び範囲から逸脱しない範囲の内
で本発明を多様に修正及び変形できることが理解できるであろう。また、上述した実施形
態は本発明の技術的思想を限定するものではなく、特許請求の範囲及びそれと均等な範囲
内にある全ての技術的思想は本発明の権利範囲に含まれるものと解さなければならない。
【符号の説明】
【０１４８】
１００　表示装置、
１１０　第１基板、
１１１　第１ベース基板、
１１２　第１絶縁膜、
１１３　第２絶縁膜、
１２０　第２基板、
１２１　第２ベース基板、
１２２　カラーフィルター層、
１２３　偏光フィルム、
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１３０　駆動回路、
ＤＡ　表示領域、
ＰＡ　非表示領域、
ＰＥ　画素電極、
ＥＰ　電極パターン、
ＢＰ　バリアーパターン、
ＬＣ　液晶層。
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【図２】
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【図４Ａ】
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【図５Ｂ】
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【図１１】
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【図１２】
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